
高校生向けの探究的な学習コンテンツ

「石ころ探偵 〜君はどこまで真実に迫れるか〜」

宮城県仙台第三高校 教諭 南部拓未

【 探究的学習「石ころ探偵」概要 】

このプログラムは、身近な「石ころ」を容疑者に見立て、その正体(岩石名)や由来(どこから来たのか)を科学 

捜査のように解明していく地学分野の探究学習です。

■ 全4回の構成案

第1回：ガイダンスとGISの活用

ミッション提示とデジタル地図(地理院地図・地質図ナビ)を用いた供給源の予想。

石って面白い！

第2回：データ分析と岩石の計測

形状測定、比重・硬度測定、組織観察による客観的データの収集。

第3回：プレゼンテーション準備

データの統合と、石の「来歴(物語)」の推論・スライド作成。

第4回：プレゼンテーション本番(成果発表)

班ごとの考察発表と、多様な結論(解釈)の共有。

■ 指導上の留意点 

柱状節理くん

第1回の宿題： 班ごとに「同じ種類の石」を2つ採取させること。位置情報の記録(GPS)を徹底させる。

データの扱い： 第2回で得られた数値データに基づき、第3回で論理的に推論させるプロセスを重視する。

測定項目は全てをやる必要はなく、授業で扱ったものを準備するとよい。

■ 授業の形態

生徒による探究型授業であり、さまざまな方法をトライ&エラーができる時間があるとよい。

40名規模のクラスで実施。１グループの人数は本授業では4名(3〜6名程度でもよい)。



■ 各授業の内容

第1回：ガイダンスとGIS(地理情報システム)の活用

目的：探究の目的を理解し、デジタル地図を使って石の供給源を予想する手法を学ぶ。

• 準備するもの：webサイトを閲覧できるデジタル機器

• 導入： 「石ころ探偵」としての調査依頼。目の前の石が「何者なのか」「どこから来たのか」を解明するというミッ 

ションを提示します。

• 生徒の活動：本時では、概要とGISの利用方法について詳しく解説します。石ころのサンプリングを行った際、 

地形図の活用について演習問題を通じて身につけます。実習は個人ごとにデジタル端末を用いて行います。

• GIS演習：国土地理院によるwebサイト「地理院地図」の使い方を学びます。

◦ 練習問題として、特定の地点(例：行者滝)で採取された石の供給経路を地図上でなぞり、上流域の地質 

を調べる演習を行います。

• 次回の準備(宿題)：

◦ 班ごとに自然の力が働いた場所(河原や谷底など)から、同じ種類の石を2つ採取します。

◦ 採取場所の状況を写真に撮り、スマホのGPS機能などで位置情報を必ず記録します。

◦ 石の1つは切断・研磨用として事前に提出します。

• 利用webサイト：国土地理院ウェブサイトhttps://maps.gsi.go.jp/

第2回：データ分析と岩石の計測

目的：科学的な測定と観察を通じて、石の「身体検査」を行い、客観的なデータを収集する。

• 生徒の活動：採取してきた石について、グループごとに測定を行います。測定内容はグループごとに検討し自 

由に実施させます。以下の項目に関連する測定機器を準備します(別紙の補助資料にその例を記載)。

• 形状測定： 石の長径・中径・短径を測り、扁平率や円磨度を算出します。これにより、その石が河川で運ばれ 

たのか、海岸で磨かれたのかといった侵食・運搬プロセスを考察します。

• 物理的・化学的性質の確認：

◦ 比重の測定： 岩石の種類を絞り込むための手がかりにします。

◦ モース硬度と条痕色： 鉱物をこすり合わせたり、条痕板に線を引いたりして、石を構成する鉱物の性質を

調べます。

• 組織の観察： ルーペや顕微鏡を用い、切断・研磨された面の組織(粒子の形や色、模様など)を詳しく観察し、

火成岩・堆積岩・変成岩のどのグループに属するかを特定します。

• 参考文献：柴正博(2015)『地質調査入門 』東海大学出版部,112p.

第3回：プレゼンテーション準備

目的：収集したデータを統合し、石の来歴(物語)を推理してスライドにまとめる。

• 生徒の活動： 前回えられたデータとG I Sを用いた地形データを総合的に解釈してプレゼン資料を作成しま 

す。プレゼン資料は個人ごとに作成し、それぞれ考察しますが、考察の内容や作成資料はグループで相談し共 

有しても構いません。

https://maps.gsi.go.jp/


• 情報の集約： 班で共有した「現場写真」「測定データ」「地図・地質図情報」を整理します。

• 推理の展開： データに基づき、以下の3点を結論として導き出します：

1. 容疑者の名前(岩石名)

2. 石ころの供給源(出身地)と移動距離

3. 石ができる前の場所と状況(形成年代など)

• スライド作成： 必要な情報の網羅性、見やすさ、考察の深さを意識して作成します。メンバー間で異なる結論

になっても構わず、それぞれの考察を尊重します。

第4回：コンペティション(発表会)

目的：探究の成果を発表し、他者の視点を取り入れながら科学的な対話を深める。

• プレゼンテーション： 各グループの代表者が、自分たちの「石ころ」が歩んできた物語を発表します。

• 生徒の活動：発表者は発表を行い、オーディエンスは質問をします。授業者は質問の重要性を伝え、発表者と 

の対話を行います。

• 評価のポイント：

◦ 単なる事実の羅列ではなく、「なぜその結論に至ったか」という根拠に基づいた考察がなされているかを 

重視します。

◦ 独自の工夫やオリジナリティが認められる発表を推奨します。

• まとめ： 「当たり前と思わない」「わからないことはみんなわからない」という探究の姿勢を振り返り、地球上の

自然現象に対する理解を深めます。

未知のものを調べる

ワクワク感を大事にしよう！

クリノくん


